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論 文 内 容 の 要 旨

食道痛発癌におけるEB(Epstein-Barr)ウイルスの関与は稀である

⊂背景と目的】Epstein-Barrウイルス (EBV)は,herpesviruSウイルスファミリーの一員であり,1964年にBurkittリ

ンパ腫から同定された｡上咽頭癌におけるEBVの感染率はほぼ100%,胃癌の感染率は5-16%である｡ 咽頭と胃の間の食

道におけるEBVの関与が不明であったため,.食道痛におけるEBVの関与の有無を検討した｡

⊂材料と方法コ1989年9月から1998年3月までに京都大学医学部附属病院第-外科において食道切除術の際得られた食道l

癌標本77例 (偏平上皮癌70例,未分化癌 1例,腺痛2例,基底部痛2例,悪性黒色腫 1例,Adenoldcysticcarcinomal例),

食道篇平上皮癌細胞株30株及び食道腺癌細胞林 2株を用いて,PolymeraseChainReaction(PCR)により,EBVの存在

を検討した｡さらに,PCRで陽性であった標本において,ⅠnSituHybridization(ISH)を用いて,EBVの局在を検討し

た｡

【結果】①EBVに対するPCRの感度を検定したところ,KYSE273細胞 104個中1個のEBV陽性細胞を検出できる感

度であったO(むPCRにより手術標本77例中,3例 (4%)にEBVの発現を認めたが,細胞株32株では全 く認めなかった｡

③PCRで陽性であった標本について行ったISHでは,3例中1例においてEpstein-BarrVirusEncodedRNAの発現を

･認めたが,腫蕩細胞にsignalを認めなかった｡

【考察】EBVがHTLV-1,HBV,HCVとHPVなどの他の癌ウイルスと大きく異なる点はその普遍性にある｡70%前後

の人は2-3歳までにEBVの感染を受ける｡25歳以上ではEBVが感染していない人は稀である｡EBVは潜伏感染により

Bリンパ球に終生維持される｡

ノ本研究では,食道癌32株において,EBVの発現は全株陰性であった｡また77症例の食道癌組織において,EBVは1症例

の浸潤リンパ球に検出されただけであった｡これにより,食道痛におけるEBVの関与は稀であると考えられた｡

従来,EBVを食道痛組織に認めたとする報告があるが,その局在の精査がなされてV,-なかったと推測される｡

⊂結語】①食道痛におけるEBVの関与は稀であると考えられる｡②pcRによる検出の場合,混入するリンパ球中の

EBVを考慮する必要がある｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

食道痛発癌におけ､るEB(Epstein-Barr)ウイルスの関与は稀であ′る

【背景 ･目的】食道痛におけるEBVの関与が不明であったため,その関与の有無を検討した. ㌔

【材料と方法コ食道癌77人からの切除標本,食道痛細胞株32株を用いて,PolymeraseChainReaction(PCR)ノにより,

EBVの存在を検討した｡さらに,PCRで陽性の標本において,insituhybr坤zation(ISH)を用いて,EBVの局在を検

討した｡
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⊂結果】①EBVに対するPCRの感度は,KYSE273細胞 104個申1個のEBV陽性細胞を検出できる感度であった｡②

pcRにより手術標本77個申,3個 (4%)七 EBVの発現を認めたが,細胞株32株豆は全 く認めなかったo③pcRで陽性

であった標本について行ったISHでは,3例中1例においてEpstein-BarrVirusEncodedRNAの発現を認めたが,腫蕩

細胞にsignalを認めなかった｡

⊂考察 ･結語】本研究では,食道癌32株において,EBVの発現は全株陰性であった｡また77症例の食道痛組織において,

EBVは1症例の浸潤リンパ球に検出されただけであった｡これにより,①食道噂におけるEBVの関与は稀であると考え

られた｡そして,②pCRによる検出の場合,混入するリンパ球中のEBVを考慮する必要がある｡

以上の研究は食道癌におけるEBVの関与の解明に貢献し食道痛の発癌病因の検計に寄与するところが多い｡

したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認めるO

なお,､本学位授与申請者は,平成13年 2月28日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認められたものであ

る｡

- 709-


